
当社は、電気、情報通信、

空調衛生などの総合設備工事

会社です。昭和１９年に近畿

電気工事株式会社として創業

した当初から奈良市に支店を

置き、７０余年の間、県下で

仕事をさせて頂いています。

現在は、電力供給設備、ビル、

工場、ホテル、病院や商業施

設などの設備工事を手がけて

います。創業時は関西配電株式会社（関西電力の

前身）の配電工事を担う会社として設立され、「当

社は、電力の安定供給の一翼を担うという電気工

事の公共性に鑑み設立された会社である」と創業

の社会的意義が謳われています。

電力会社の配電線設備は、市街地はもちろん、

どんなに山深くとも、暮らしや経済活動のあると

ころにライフラインとして電気を送り届けていま

す。配電線設備は、台風や雷、大雪などで被害を

受けることがあり、ライフライン寸断の際には、

昼夜を問わず復旧作業に当たります。厳しい作業

環境の中でも、少しでも早く電気を送るという使

命感をもって臨んでいます。

配電線工事は、「配電電工」という、特殊な技術

技能を有した電気工事技能者が担います。当社の

「配電電工」は、入社後２年間の教育訓練を修了し

て奈良支店などの各事業所に配置されます。その

後も学科、実技、面接等の試験等を経て上位の技

能資格を取得し、一人前になるには入社後約１０

年の技能練磨が必要です。

配電線工事は、誇りと社会的使命感を持てる仕

事です。一方で、高所作業や高圧電線の活線作業

など、危険が身近にあり、風雨や夏の炎天下、厳

寒の中など、作業環境も時に厳しく、体力も必要

な仕事です。当社の「配電電工」では、採用後３

年間で３割強が離職していく現実があります。

国内全般を見ても今後の技能者人材環境は大変

厳しい状況です。業界団体の推計では、2025 年時

点で建設業の技能者は約 120 万人不足し、それを

新規入職で 90 万人、残り 30 万人分は 10％以上の

生産性向上で補うとの計画を示します。しかし少

子化や雇用環境の状況を考えると、容易に実現で

きるとは思えません。

この様な状況から、当社でも技能者人材の問題

に危機感を持ち、大きく三点の課題に対処しよう

としています。一点目は、現場の作業負担軽減と

効率化を一層向上させる事。二点目は、人材育成

を効果的方法に改善する事。たとえば、一人ひと

りの技能習熟に応じた丁寧な訓練プロセス整備な

どです。三点目は、就労環境の改善です。建設業

では課題の多いとされてきた計画的休暇取得や長

時間就労改善を、難しくとも一歩ずつ克服してい

く事です。

専門工事業においても、作業の機械化、ロボッ

ト技術や ICT 活用による生産性向上が必要です。

　しかし、非定形作業、機械化できない作業は必

ず存在し、また経験で培われる高い技能、暗黙知

で継承さるノウハウなど、技能者人材が担う仕事

は重要かつ必要不可欠です。労働集約型の専門工

事業にとって、技能者人材は経営資源そのもので

あり、技能者人材なしに事業継続はあり得ません。

　おそらく、モノづくりの現場である製造業にお

いても同様に重要なテーマであると思います。

この問題は誰かが解決してくれるものではなく、

それぞれの会社が真摯に向き合わなければならな

いテーマです。事業を未来につなぐ為に、技能者

人材の確保と育成には、難しくとも挑んでいかね

ばならない課題であると考えます。

　　　提　言  　　　　　　『　技能者人材の育成と課題　』
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第 22 回新入社員研修会
　　　　　　　　　　　　　　  　人材育成委員会主催（H30.4.5-4.6）

　研修会では、社会人として必要

な心構えや仕事の取り組み方等、

多くのことを学びました。

　特に「努力する人は希望を語り、

怠ける人は不満を語る」という言

葉や、「失敗を避けるのではなく、

成功しようとする行動をとる」という言葉には深

く共感し、思考・言動・行動から前向きな姿勢で

いることの大切さを感じました。

　また、目標を設定し実践していく過程において

も、その後の改善や課題を見つけて成長し続ける

ことが、仕事の質や技術を向上させることを学び

ました。またビジネスマナーは単なる決め事では

なく、相手がどう感じるか、自分だったらどうさ

れたいかを常に意識しながら、お客様と接するこ

とがとても大切だということを学びました。

　今後は、仕事の質や技術の向上と共に、自分自

身の成長もし続けることができるよう、一つ一つ

の仕事を丁寧に全力で取り組んでいくことを大切

にしようと思います。

　貴重な講義を受講させていただき、ありがとう

ございました。

◆講話概要◆

　企業は利益を上げ、存続してい

かなければならない。新入社員の

皆さんは、入社した企業の運命を

担う大切な一員である。それには

自分を磨き、前に進もうとする気

持ちが大切である。お客様にもっ

と喜んでもらうために、いかに効

率よく仕事をするにはどうすればよいかを考え、

それを行動に表すことで会社は良くなっていくの

で、会社の一員としての自覚を持って仕事をして

いって頂きたい。仕事をしていく中で、辛いこと

もあると思うが、乗り越えていくことで自分の自

信につながり、また、物事を客観的に捉え、的確

な判断ができるなど、大きく成長することができ

る。仕事の中で楽しみ、面白みを見つけ、いろん

なことに挑戦して経験を積んでいって頂きたい。

　今後、皆さんが自分の力を大いに発揮して、会

社でご活躍されることを祈念している。

新入社員研修会に参加して　

ナント種苗株式会社　津﨑咲良 氏

奈良ダイハツ㈱
代表取締役社長
海保力也 氏

岸 恵美子 氏

松本 治 氏

今回で 22 回目となった新入社員研修会は、

　　①社会人としての心構えと基本行動

　　②仕事の品質（質の高い仕事）

を理解する事を目的として毎年実施しております。

　今年は、27 社 58 名の新入社員の方々の参加を

得て、２日間にわたり熱心に受講頂きました。

　講師には、「社会人としての心構

えと基本行動」を、パナソニック

エコソリューションズ創研㈱ 岸 

恵美子様に、社会人としての守る

べきルール・ビジネスマナーの大

切さと注意すべき点等をわかり易

く、丁寧にご指導頂きました。　

　挨拶・名刺交換の演

習では、初めは小さな

声でしたが、後半では

は明るく大きな声で積

極的に取り組まれてい

ました。

　「仕事の品質」についてはＳＡＰ

代表 松本　治様に、組織の一員と

して求められる姿勢と社会人とし

て仕事の品質をどう高めていくか

について、豊富な経験談をふまえ

てご指導頂きました。

　仕事の基本となる報・連・相、

ＰＤＣＡをわかり易く解説頂き、演習を通して、

ポイントと注意点を体得しました。

　受講生からは、「社会人としての不安があったが、

演習で他社の人の考えや目標を知り、自分も負け

ないように目標を持って会社で頑張っていく自信

が持てた。」と感想を頂きました。

　最後にまとめとして、当会理事で奈良ダイハツ

㈱ 代表取締役社長 海保力也様より、経営者とし

て、また社会人の先輩として、『新社会人に期待す

ること』をテーマにご講話頂きました。

－２－



受賞おめでとうございます！

平成 30 年度文部科学大臣表彰

『創意工夫功労者賞』 

㈱ジェイテクト 奈良工場

木原  豊 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

櫻井祐介 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

濱川一平 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

植田龍太朗 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

古川　大 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

名村彰一 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

隈本　久 氏

光洋サーモシステム㈱

松田浩明 氏

㈱ジェイテクト 奈良工場

浅岡拓也 氏

ネジ研削盤Ｐ点装置の改善

グリス塗布とガイドの

一体型冶具考案

グリース塗布冶具の考案

部品組付け冶具の

一体化と定位置化の考案

位相マーキング廃止による

ランダム嵌合化の考案

巻きブッシュ補充改善

ハンドリフトの安全対策考案

自動ソータ機頻発停止　　

防止改善

拡散ヒータ破損防止

　　　　　　　　冶具の考案
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　会員相互の交流と今後の企業経営に資するべく、

恒例の「経営実践セミナー」を開催致しました。

　今回は、活力ある職場作りに取り組まれている

ゴム・フィルムの製品を製造販売されておられる

㈱西山ケミックスの森豊社長様のご講演と共に、

会員企業２社から取組事例のご紹介を頂きました。

＜講演＞

　㈱西山ケミックス　代表取締役社長　森 豊 氏

　テーマ　『活き活きとした働きやすい

　　　　　　　　　　　　　会社作りに向けて』

　当社は、経営理念「ヒトをつくり、

モノをつくり、想いをつむぎ、コ

トを成す」を掲げて、人材育成を

一番に取り組んでおり、人を育て

ることは難しいが、人が育つ場を

作ることを心掛けている。

　この十年で人は約倍増したが、

仕事が増えたから採用を増やした

のでなく、人持ちになりたく人づくりに本気でやっ

ていたら業績がよくなったと思っている。

　中小企業は、社長との距離感が近いのが良いと

ころである。書類選考なしで、必ず全員と会って

社長自らが丁寧に話すことでミスマッチを防げる。

　人材育成として、社長直轄プロジェクトを若手

に任せている。新入社員研修の一環でマスコット

キャラクター発案プロジェクトとして「かばきち」

が誕生した。また月２万のアクセスがある「ゴム

ナビ」というサイトも新入社員が立ち上げた。

　人を大事にした風土づくりが大事で、正解も終

わりもないので、全員でカルチャー造成に向けて、

色々と取り組んで行くしかない。

　会社のビジョン・働く人の思い・社会に役立っ

ている思いの３つが大切で、この３つの輪が重な

る共通部分を大きくしていくべく、中小企業なら

ではの強みを活かして、社員一人一人に向き合っ

て、継続して取り組んでいきたい。

＜取組事例①＞

　㈲ナイスケアサポート 代表取締役 井尻祥子様

から、事例のご紹介を頂きました。

　当社は、居宅介護支援事業やデイ

サービスなどの介護保険サービス

を手掛けており、利用者本意で快適

に過ごせる施設づくりに、経営理念

を大事にしながら取り組んでいる。

　８割以上が女性でもあり、育児

や介護をしながら働き続けられる

環境づくりとして、産休・育休制

度や短時間勤務制度、週２日の休みを希望に合わ

せて取得する制度を設けている。

　好ましい企業文化を創っていくには、みんなで

共通の価値観を共有していくことが大事であり、

理念を説明し理解してもらえる方を採用している。

　社員になぜ働き続けてくれているのかを尋ねる

と、働きながら子育てするのが当たり前の風土だ

から、万が一介護で休むときも休ませてくれてフォ

ローしてくれる、との回答があり、理念・人を大

切にした経営がつながっていると感じている。

＜取組事例②＞

　㈱中部トータルサービス　取締役　大橋章子様

から、事例のご紹介を頂きました。

　当社は、マンション・ビル等の

建物総合管理を行っているおり、

お客様の安心・安全で快適な生活

環境を提供するため、24 時間 365

日の緊急出動体制を構築している。

　私自身も作業を体験して、大変

さを痛感した。そんな中で頑張っ

てくれている社員を誇りに思う。

　女性の視点を大事にして、ご自宅を訪問する際、

身嗜みを整え、失礼が無く笑顔を心掛けている。

　月一度の定例会議は、意見が出なく課題に感じ

ていた。終了後に社員だけのミーティングを持ち、

会社への要望等を本音で話せるようにしている。

　当たり前ではなくコミュニケーションをとるこ

とで、社員と経営陣のズレをなくし、信頼関係を

築いて顧客サービスに繋がるべく取り組んでいる。

　

　セミナー修了後に、交流懇親会を設けて、参加

者の相互の交流を深められ有意義な時間となった。

経営実践セミナー
人材育成委員会主催（Ｈ 30.3.2）

㈱中部トータルサービス

取締役
大橋章子 氏

(有 )ナイスケアサポート

代表取締役
井尻祥子 氏

㈱西山ケミックス

代表取締役
森　豊 氏
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　生産現場を始め、様々な現場で

働く新入社員の方を対象に、共

通する現場の基礎知識を理解し、

仕事に活かすために、実践編と

して「現場の安全・品質・改善

基礎講座」を開催しました。

　講師は、ジン・コンサルティ

ング 代表・生産技術コンサルタ

ント 西村　仁様にご指導頂き

ました。

　研修では、会社の利益について・効率よく仕事

を進めるための現場の基本「５Ｓ」・安全について

学びました。

　新入社員にとって馴染みのない用語の意味をわ

かり易く説明しながら、個別原価の内訳、現場の

Ｑ・Ｃ・Ｄ（製造品質・製造原価・生産期間）に

ついてご説明頂き、求められる品質を維持しなが

ら、原価を抑え、納期を順守することで、現場が

利益を生み出すことを理解しました。

　また、効率よく仕事を進めるため、５Ｓによる

現場改善・ムダの削減、作業改善（作業標準・動

作経済の 4 原則・７つのムダ・段取り改善）等を

ご説明いただきました。

　業務改善を進める具体例として、整列した穴に

ピンを効率良く、いかに早く差し込んでいくかを

グループ演習で行いました。

　時間短縮できる手順や方法について話し合い、

運搬・動作のムダを省いたピンの差し込み方によ

り、初めの時間と比較し、時間が最大半減するな

どの効果を確認し、改善の流れを体得致しました。

　また、現場の問題解決として、対策ではなく原

因追求が重要であり、真の原因をつかむ「なぜな

ぜ分析」、データの数値化・グラフ化による傾向・

対策の立案等を体系的にご指導頂きました。

　新入社員の方が、一日も早く会社に貢献される

べく、今後も人材育成支援に取り組んで参ります。

　現場や業務の“見える化”に

より人に起因するポカミスを未

然に防止する仕組みを構築・活

用し、「ミス・不良・ケガ」等

の問題を発生させない職場づく

りを目指して、「“見える化”に

よるポカミス防止研修」を開催

しました。

　講師は、パナソニックＥＳ創

研㈱　ＴＷＩインストラクター

　田中　豊 様にご指導頂きました。

　ポカミスが起こる原因は、作業者への指示の徹

底不足や見間違いやすい表示の問題、当日の体調

不良や精神状態などが考えられます。

その原因を取り除く為に、見えない問題点を“見

える”ようにする事が重要であり、「見える化」を

実施する為に必要な「５Ｓ」の真の目的と意図を

再確認し、５Ｓを活用した見える化のポイントを

学びました。

　それを踏まえて原因の発見からその原因の改善・

対策手法まで一連の流れをご説明頂きました。

作業のポカミス防止策の事例として、リード線を

間違えて挿入すると、ブザーが鳴るようにする等、

異常が発生したら早期に発見できる仕組み作りに

ついて、解説頂きました。

　また、「チェックリスト」を活用し、思い込みに

よる作業をなくす方法など、チェックによるポカ

ミス防止の仕組みについて、具体的な事例を交え

て解説頂きました。

　参加者相互のグループ討議も実施し、自社で実

際に起こった事例を、内容や要因、その対策につ

いて、参加された他社の方々と意見交換すること

で、自社とは違った視点での気付きを得て、大変

参考になったとのご意見を頂きました。

　今後も会員企業様のポカミス防止の取組に向け

て支援して参りたいと思います。

“見える化”によるポカミス防止研修

　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (H30.4.18)

新入社員研修（実践編） 
“現場の安全・品質・改善”基礎講座 
　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (H30.4.26)

ジン・コンサルティング

代表 生産技術コンサルタント

西村　仁 氏

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ創研㈱

ＴＷＩインストラクター

田中　豊 氏
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　現状把握し、要因分析を行って明らかになった

問題・課題について、対策を検討・実施し、改善

を進めました。その対策を実施した結果、当初の

現状把握で明らかになった問題・課題について、

その効果を確認することになります。その確認し

た効果を、維持するために標準化を行い、管理し

て定着させていくことが重要となります。

　対策の効果の把握は、活動当初の現状把握で明

らかになった問題・課題について、目標を設定し

て（ゴールを設定して）対策を行った結果、最終

的に目標が達成できたかを確かめます。

　効果を計る手順・ポイントは次の通りです。

　・対策の効果について、定量的及び定性的に、　

　　取組全体の内容を確認する

　・現状把握を行った時と同じ手法と基準・管理

　　項目で、当初の目標値と結果を比較する。

　・有益な効果だけでなく、実施に伴い発生した

　　副作用などの悪影響に対する評価も行う。

　・有形効果だけではなく、無形効果や波及効果

　　などの様々な効果についても把握を行う。

　対策を実施し効果を確認できた良い仕事のやり

方を（現時点で）、維持していくことが重要です。

　対策により新たな仕事のやり方を、全員で守る

べくルールを決め、そのための教育やフォローを

行っていくことが必要です。

　標準化を行って管理を定着化させていく手順・

ポイントは、次の通りです。

　①目標値を新たな基準として正式な標準とする

　②新しい仕事の仕方の管理方法を決める

　③新しい管理方法を関係者に周知徹底する

　④新しい業務手順を担当者に教育訓練する

　⑤新しい手順が実際に守られているか確認する

　対策により効果が確認された仕事のやり方を、

いくら効果があったからと言って、勝手にまたは

実施した関係者だけで変更してはいけません。

　　　　　　　ＫＡＩＺＥＮ ・ 改善のすすめ 　（第１８回）　

～効果の確認と標準化 ・ 管理の定着～

　前回に続いて、具体的な改善への取り組み方として、ＱＣストーリーと呼ばれる改善の進め方に沿って、

各ステップでの取組方・考え方・注意するべき点についてまとめます。

　作業標準書（ﾏﾆｭｱﾙ）等に、新しい仕事を制定、

または旧い仕事を改訂していくことが必要です。

　その制定・改訂の手続きを確実に行うと共に、

関係者への周知徹底・担当者の教育訓練・維持の

確認等を徹底することが大変重要となります。

　特に、制定・改訂した直後は、不良・不具合が

発生しやすいので、最も注意が必要です。また、

新たな内容が本当に継続して維持されているかを

確認することも大切です。“知らぬ間に元に戻って

いる”ことが決して起こらないように、管理者は

充分に注意していかないといけません。

　更に、新たな内容が当初の効果を維持し、現場

で定着したら、他職場でも使えるように改善内容

を水平展開し、効果の拡大を図ることが重要です。

　

　改善の進め方として、「ＱＣストーリー」と呼ば

れる解決の手順に則った取り組み方を確認してき

ました。

　実際の改善の活動においては、スムーズに進む

ことばかりではありません。うまく進まない場合

は、一つ前の手順・ステップに戻って、もう一度

見直して、漏れがないかの確認を行っていきます。

　要因分析がうまく行えないのは、その前段の現

状把握が充分でなかったからかもしれませんし、

対策がうまく進まないのは、その前段の要因分析

でポイントを掴めてないからかもしれません。

　やみくもに・勘に頼って取り組むのではなく、

ＱＣ手法を使い、なぜなぜを繰り返し、合理的に

考えて、一歩ずつ進めることが、解決への近道で

あると言えます。

　また、壁に当たった時は、自部署だけでなく、

他部署の助言も得ながら、視野を広くして全体を

俯瞰して、方策を考えることも大切です。

　改善を進めていくと、問題が明らかになってき

ます。また問題を解決すると、今まで見えてこな

かった別の問題が見えてきます。

　全員の知恵と工夫を出しながら、焦らず慌てず、

基本・原則に則って、改善活動の取り組みを着実に、

継続して進めていくことが求められます。

１．実施した改善を評価して継続させていく

２．効果の確認＜ＱＣストーリー・手順７＞

４．焦らず慌てず着実に取り組む

３．標準化と管理の定着

       ＜ＱＣストーリー・手順８＞
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　　　人　事　 ・ 　労　務　の　勉　強　部　屋　（第 21 回）
～従業員の健康管理について～

　従業員が体調を崩して長期間休むことになった場合、企業全体の生産性に影響を及ぼしてしまう可能性も

あります。また、体調を崩してしまうと本人のモチベーションにも影響してしまい、職場の雰囲気も低下す

ることも考えられます。

　今一度、従業員が健康であることの大切さを見つめ直し、必要な対策を実施しましょう。

　　実施しなければいけない従業員の心身に対する配慮

　　　○企業には、従業員に対して「安全配慮義務」が課せられており、その中で心身の健康も保護しなけ

　　　　ればならないことが求められます。

　　　　また、労働安全衛生法では、企業側が積極的に快適な職場環境を形成することが求められています。

　　　○企業には、法律で定められた健康診断、ストレスチェックを実施する義務がありますが、その結果

　　　　を踏まえて正しい指導を行う事も必要です。

　　更に踏み込んだ従業員の心身に対する配慮

　　　○長時間労働や残業の削減への取り組み方については、以前にも掲載しましたが、健康を維持・増進

　　　　する為には様々な対策が考えられます。

　　　　１．勤務間インターバル制

　　　　　　・勤務の終業時間と翌日開始時間の間を一定時間空けることにより、休息時間を確保するもの。

　　　　　　　【例】就業時間が 9：00 ～ 18：00、インターバル時間を 11 時間で、23：00 まで残業した場合

　　　　　　　　　 翌日の勤務時間は 10：00 ～ 18：00 になる。

　　　　　　 ※政府が掲げる「働き方改革」の大きなテーマでもある「長時間労働の是正」に向けて、

               厚生労働省でも勤務間インターバル制度を推奨。

　　　　２．有給休暇取得の促進

　　　　　　・有給休暇が取得しやすいように、計画的な取得を進めたり、皆で協力し合える職場づくりを

　　　　　　　進めることで、家庭の行事等でも気兼ねなく取得できる環境を整える。

　　　　　　　※政府が掲げる「働き方改革」にも、「有給休暇５日の取得義務化」が含まれる。

　　　　３．たばこに関する対策

　　　　　　・企業内全面禁煙化、又は喫煙室の設置など受動喫煙の防止を図る。

　　　　　　・禁煙を支援・促進する仕組み（禁煙手当の支給等）を設置する。

　　　　４．健康の維持・増進

　　　　　　・産業医、外部専門機関による健康教育や健康相談等を行うことで、従業員に健康管理の重要

　　　　　　　性を理解させ、健康の維持・増進を奨励する。

　　　　　　・社内運動サークルの設置及び参加の促進の為の補助、軽い運動が出来るスペースの設置、適

　　　　　　　度な運動（ラジオ体操等）が習慣化するような環境づくりも有効。

　　　　５．メンタル面への対応

　　　　　　・家庭や職場での悩みや問題が相談し易い職場の雰囲気づくりや、相談窓口等を設置する。

（H30.5.10）

    従業員が活き活きと仕事をすることができる重要なポイントの１つが“従業員の健康管理”です。

    一般的な労働時間の管理だけでなく、様々な観点からの“健康管理”について解説します。
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　　☆三和住宅株式会社

　　　 （旧）福本　晃二　 （常務取締役）

　　　　　　　　↓　

　　　 （新）小林　正樹　 （代表取締役社長）

　　☆綜合警備保障株式会社 奈良支社

　　　 （旧）宗武　宏治　 （支社長）

　　　　　　　　↓　

　　　 （新）土田　勝𠮷　 （支社長）

    ☆株式会社天理時報社

　　　 （旧）諸井　博和　 （代表取締役社長）

　　　　　　　　↓　

　　　 （新）前川　誠司   （代表取締役社長）

　

　　☆奈良トヨタ自動車株式会社

　　　 （旧）八幡　満久　 （取締役）

　　　　　　    ↓

　     （新） 中村　 聡　  （専務取締役）

　　☆南都商事株式会社

　　　 （旧）森田　好昭　 （代表取締役社長）

　　　　　　    ↓

　     （新） 北　義彦 　  （取締役社長）

    ☆南都地所株式会社

　　　 （旧）近藤　朗　　 （代表取締役）

　　　　　　    ↓

　     （新） 東川　晃三 　（代表取締役）

　　☆ハウス食品株式会社 奈良工場

　　　 （旧）大田黒　浩　 ( 奈良工場長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新） 川田　進司　 ( 奈良工場長）

　　☆富士通株式会社 奈良支店

　　　 （旧）中西　祐仁　 ( 支店長）

　　　　　　　　↓

　　　 （新） 菊地　真二　 ( 支店長）

　　

代　表　者　変　更
  　

　　☆奈良近鉄タクシー株式会社

　　　 （旧）〒 630-8306

　　　　　　 奈良市紀寺町 414-1

　　　　　　　TEL：0742-23-1188

　　　　　　　FAX：0742-23-3021

　　　　　　        ↓

　     （新） 〒 630-8133

　　　　　　 奈良市大安寺１丁目３番３号

　　　　　　　TEL：0742-62-1332

　　　　　　　FAX：0742-62-1330

　

　　☆ユーテック株式会社

　　　 （旧）〒 639-1124

　　　　　　 大和郡山市馬司町 648 番地の 1

　　　　　　　TEL：0743-57-6570

　　　　　　        ↓

　     （新） 〒 541-0053

             大阪市中央区本町四丁目５番 16 号

              TEL：06-6260-2131

　　　　　　　FAX：06-6260-2117

住　所　変　更

  　

　　☆株式会社ＪＴＢ西日本 奈良支店　　　　

　　　　　　唐津　洋平　　（支店長）

　　　　　      ↓

　    株式会社ＪＴＢ 奈良支店

　　　　　　唐津　洋平　　（支店長）

社　名　変　更

事 務 局 だ よ り

代表者様・お役職・住所等

のご変更がございましたら

事務局までご連絡下さい。

～　お　願　い　～
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事 務 局 だ よ り

　４月 17 日（火）、恒例の春季親睦ゴルフ大会を、

飛鳥カンツリー倶楽部で 38 名の参加を得て開催致

しました。

　当日は、天気に恵まれ、皆様には日々お忙しい中、

ご参加頂きまして誠にありがとうございました。

　今回の優勝は、㈱シティスタッフ 営業部長

　岡田　康様で、グロス 87（42・45）ネット 69.4

と素晴らしいスコアでの優勝となりました。

　上位の方々は以下の通りです。

　・優　勝　岡田　康　 （㈱シティスタッフ）

　・準優勝  佐藤　進　 （佐藤薬品工業㈱）

　・第３位　三村善英　 ( 住江織物㈱奈良事業所）

　次回秋季大会へのご参加をお待ちしております。

第 59 回春季親睦ゴルフ大会
総務委員会主催（H30.4.17）

優　勝

㈱シティスタッフ

営業部長

岡田　康 様

（写真：左）

　

就職問題連絡会

　

女性リーダー懇話会

職場改善活動研修会（活用編）

　女性経営者・女性リーダーとの意見交換、また

女性活躍推進に取り組んでおられる企業様を訪問

し、取組内容や事例を学ぶと共に、他社のリーダー

の方との意見交換を通して視野を広げ、意識高く、

自ら学び、成長していける女性リーダーの醸成に

向けて開催致します。

　第２回目は、㈱大和農園様をご訪問し、女性

が働きやすい職場づくりのお取組みをご解説頂

き、意見交換・相互交流を行います。　　

　多数のご参加をお待ちいたしております。

　　　　　　　　　　記

　　日　時：平成 30 年 5 月 17 日（木）

　　　　　　　14：00 ～ 16：30

　　場　所：株式会社大和農園 　

　　　　　　（天理市平等坊町 110）

　　　　　　近鉄天理線「前栽駅」徒歩３分

　　参加費：無料

　　　　　　（現地までの交通費はご負担下さい。）

　　申　込：事務局までご連絡ください。

　高校の進路指導の先生方と企業側との情報交

換の場として長年にわたり開催しております。

　高校卒業者採用計画に有無にかかわらず、こ

の連絡会を通して、進路指導の先生方との繋が

りをより一層深められ、今後の貴社の人材確保

にお役立て頂きたく開催致します。

　ご多忙とは存じますが、ご出席頂きますよう

ご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　記

　　日　時：平成 30 年６月 21 日（木）

　　　　　　　15：00 ～ 18：00

　　場　所：奈良ロイヤルホテル２F鳳凰の間

　　参加費：5,000 円／人

　　　　　　（会場費・懇親会費用として）

　　申　込：事務局までご連絡ください。

　品質向上・コスト削減のためには現場力の向

上が不可欠です。現場力を高める手段として、

職場改善活動（小集団・サークル活動等）は大

変有効かつ重要です。

　より実践的に問題解決の手順やＱＣ手法の活

用方法を学ぶべく、基礎編に続いて、活用編を

として開催致します。　

　　　　　　　　　　記

　　日　時：平成 30 年６月５日（火）

　　　　　　9：00 ～ 17：00

　　場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　　　　１Ｆイベントホール

　　参加費：10,800 円 ／１名

　　　　　　（消費税・昼食・テキスト代含）

　　申　込：事務局までご連絡ください

〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp
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